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　　　　　　　　　　　　：抄　録：
部分欠損に対するインプラント治療のメリットは残存歯に負担をかけ
ることなく、固定性の欠損補綴を行えることである。特に前歯を失った
患者にとっては心理面でも効果が高いと思われる。ただし前歯部におい
てインプラント治療を成功させるためには機能と同時に審美性の獲得を
達成する必要があり、インプラントの現在の成功基準としても審美性の
回復がその条件のひとつとなっている。近年低侵襲、治療期間の短縮に
感心がよせられているが、治療結果の質について正当な説明がなされた
場合患者の選択は必ずしも画一的ではないはずである。かつての外科主
導型の治療から、補綴主導の考え方が発展した経緯を今一度考慮する必
要があるのではないだろうか？つまりオーバーレイデンチャー、人工歯
肉を有する固定性上部構造、クラウンブリッジのいずれのタイプのイン
プラント補綴であっても、目的に応じたティッシュマネージメントは必
須であると考える。特にクラウン・ブリッジタイプを目指す場合、イン
プラントのポジションが適切であること、インプラント周囲の骨、軟組
織が三次元的に再建されていること、天然歯のような歯周支持組織を持
たないインプラント周囲組織の特性を理解し、それにより発生する問題
をできるだけ回避するための適切な補綴設計を立案することが要求され
る。そして、治療期間中できるだけ快適にすごしていただけるような配
慮も欠かすことができない。本講演では、さまざまな術前の状態を示す
患者において術前に個々の治療目標を設定することの重要性と目標を達
成するための適切なインプラントの埋入位置に関する考察、また周囲組
織のマネージメントについては、審美性、清掃性を獲得するための目標
となる歯槽骨形態の理解とその再建手段として吸収性膜とチタンメッ
シュを利用したＧＢＲテクニックの紹介、成功のためのポイント、また
軟組織増大の必要性とその術式について症例を通して解説したい。参加
者の臨床に少しでも役立つことができれば幸いである。
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